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国道1号藤枝バイパスの交通
渋滞改善を目的として延長
10.7km（静岡県藤枝市仮宿～
島田市野田）の道路を4車線化
する事業の中で、静岡県藤枝市
下藪田から中藪田までの360m
区間の道路を拡幅するために、
地山崩壊防止を目的とした切土
法面の補強工事を行いました。

現場を紹介してください。

施工箇所である潮山は地す
べり防止区域に指定されてい
るため、施工中の地山の挙動
を把握することが最重要項目
でした。自動観測が可能なモ
ニタリング機器を設置し、常時
地山の動きを観測しながらの
作業となりましたが異常なく工
事を進めることができました。

現場で特に力を入れて取り組んで
いることを教えてください。

山田広輝さん

土木事業本部
土木本部土木部

当現場の職長の方々は、
人情に厚く、責任感もあり
率直な意見で現場をぐいぐ
い引っ張ってくれます。そ
の気の強さ故かこちらも熱
が入り、打合せ時には時々
ヒートアップしますが、し
まいには意気投合し笑いが
絶えない現場です。

現場を紹介してください。

自ら積極的にコミュニケー
ションをとることで、職人さ
んからの報告・連絡・相談が
すぐに上がってくるような風
通しの良い現場づくりに取り
組んでいます。安全指示の伝
達もスムーズになり、チーム
一丸で事故・災害防止に向け
取り組むことができました。

現場で特に力を入れて取り組んで
いることを教えてください。

西本つかささん

土木事業本部
土木本部土木部

みんな若くてとてもエネ
ルギッシュで毎日仕事に対す
る意欲がふつふつと湧き出
ています。現場では他業者
間との作業をうまく調整し、
現場がスムーズに進み、工
程短縮につながりとても助
かりました。

矢作建設の印象を教えて
ください。

現場の元請職員、作業員との
コミュニケーションを図り、また
現場にプラスになるようなこと
や、良い事例などはどんどん取り
入れて、作業員が円滑に安全で
より良いものができるように心掛
けています。最後まで笑顔で。

現場を良くするために、心掛けて
いることを教えてください。

飯干博敏さん

株式会社宮本組　土工事
所長

社員および作業員との隔
たりもなく、とても雰囲気よ
く調和がとれている印象が
あります。逆巻施工で工程
管理も厳しかったですが、
他業者間との調整をしてい
ただき、スムーズに現場が
進行しています。

矢作建設の印象を教えて
ください。

現場の施工トラブルに対して、
スピーディーに対応して、施工
ロスを最小限に抑えるようにし
ています。協力会社の意見もよ
く聞いて、安全品質第一で施工
しています。

現場を良くするために、心掛けて
いることを教えてください。

堀　満裕さん

ライト工業株式会社　法面工
施工技術部

1号藤枝BP藪田1号藤枝BP藪田
令　和
2年度
道
路
建
設
工
事

道
路
建
設
工
事

現場住所：静岡県藤枝市下藪田～中藪田
工　　期：令和 2年 11 月 25 日～
　　　　　令和 4年 8月 31 日
工事概要
道路土工：23,940 ㎥
法 面 工：2,691 ㎡
排水構造物工：515ｍ
斜面付属物設置工：1式
仮 設 工：1式
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６
月
13
日
、
矢
作
建
設
工
業
㈱
本
社
に

て
「
2022
年
度　

安
全
衛
生
推
進
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
同
様
、
本
年
度
の
大
会
も
感
染

症
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
中
で
、
一
部
の

方
を
除
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
当
社
役
職
員
、
関
連
会
社
社

長
、
作
友
会
か
ら
281
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
最
初
に
、
中
央
安
全
衛
生
委
員
長
の

名
和
副
社
長
よ
り
「
開
会
の
言
葉
」
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
髙
柳
社
長
が
挨
拶
に
立
た

れ
、「
矢
作
建
設
は
「
プ
ラ
イ
ム
市
場
」

に
移
行
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
み
が
強

く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
目
標
の
ひ
と
つ
に

「
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も
」
の
項
目
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
働
き
が
い
の
ベ
ー
ス

と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
が
、
安
全
で
安

心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
で
す
」
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
名
古
屋
北
労
働
基
準
監
督
署

の
深
澤
署
長
よ
り
い
た
だ
い
た
、
全
国
安

全
週
間
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
優
秀
協
力
会
社
26
社
、
優
秀
職
長

27
名
の
表
彰
と
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
マ
イ
ス

タ
ー
10
名
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
安
全
環
境
部
、
土
木
事
業
本

部
、
建
築
事
業
本
部
の
３
件
の
安
全
衛
生

活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

作
友
会
澤
野
会
長
よ
り
「
閉
会
の
言
葉
」

が
述
べ
ら
れ
、
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
安
全
環
境
部
）

開会の言葉　矢作建設工業㈱
中央安全衛生委員会　名和委員長

社長挨拶
矢作建設工業㈱　髙柳社長

閉会の言葉　作友会　澤野会長

※五十音順、敬称略

優秀協力会社・優秀職長・YAHAGIマイスター優秀協力会社・優秀職長・YAHAGIマイスター

表 彰表 彰
安全衛生推進大会開催安全衛生推進大会開催

2022年度20222022年度年度

一松祐二 村井工業株式会社
岩田迅平 海津建設株式会社
川本博由 株式会社沢野商会
佐藤文偉 橋本建設株式会社
中島　力 有限会社サンセラミック

中塚　輝 成瀬電気工事株式会社
野仲啓之 有限会社小林鉄筋
古田真一 株式会社新生
吉田卓哉 佐藤興業株式会社
脇田博史 株式会社ハタノ

YAHAGI マイスター

土木事業本部　土木本部
飯干博敏 株式会社宮本組
大塚一喜 株式会社TSM
鴨川清人 橋本建設株式会社
形部陽祐 大林道路株式会社
椎屋仁暁 有限会社信澤土木
西出幸司 株式会社西出組
久松真一 株式会社松原興業
堀　満裕 ライト工業株式会社
増田　茂 株式会社田口建設
宮内経弥 三信建設工業株式会社

土木事業本部　鉄道本部
川尻一茂 辻工業有限会社
髙木敦司 株式会社新高土木

建築事業本部　施工本部
池田政行 橋本建設株式会社
石田祐樹 東洋シャッター株式会社
岩城　篤 株式会社岡本工務店
宇野英幸 株式会社角藤
尾野友美 株式会社協和工務店
杉浦堅司 株式会社岡本組
立木泰男 不二木材工業株式会社
堤　和樹 有限会社サンセラミック
中塚　輝 成瀬電気工事株式会社
原田　学 株式会社ハタノ
藤原　学 衣浦電気工事株式会社
古田真一 株式会社新生
前田　優 株式会社木村建設
山本洋志 海津建設株式会社
六井信也 三和電気土木工事株式会社

優秀職長

土木事業本部　土木本部
三信建設工業株式会社
株式会社田口建設
株式会社TSM
有限会社信澤土木
橋本建設株式会社
有限会社ピレネーエキスパート
松岡鉄筋工業有限会社
株式会社松原興業
株式会社宮本組
山下技装株式会社
ライト工業株式会社

土木事業本部　鉄道本部
株式会社岩倉組
有限会社徳丸興業

建築事業本部　施工本部
株式会社岡本組
株式会社岡本工務店
海津建設株式会社
株式会社協和工務店
有限会社小林鉄筋
櫻井工業株式会社
株式会社沢野商会
株式会社シンエイライフ
株式会社新生
株式会社スミ設備
東鐵工業株式会社
橋本建設株式会社
村井工業株式会社

優秀協力会社
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YAHAGI2022

YAHAGIマイ
スター

「YAHAG
Iマイスター

」とは矢作
建設工業㈱

が認めた高
い技術力と

リーダーシ
ップを兼ね

備えた建設
業のプロフ

ェッショナル
に与えられ

る称号です
。

HIROYUKI NONAKA
有限会社小林鉄筋

野仲啓之鉄筋工

JIMPEI IWATA
海津建設株式会社

岩田迅平型枠大工

HIROYUKI KAWAMOTO
株式会社沢野商会

川本博由建築金物 FUMIYORI SATO
橋本建設株式会社

佐藤文偉鉄筋工
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SHINICHI FURUTA
株式会社新生

古 田 真 一内装仕上工
TAKUYA YOSHIDA

佐藤興業株式会社

吉 田 卓 哉塗装工

HIROFUMI WAKITA

AKIRA NAKATSUKA
成瀬電気工事株式会社 名古屋支店

（株式会社シーエンス）

中 塚 　 輝電気工

成瀬電気工事株式会社 名古屋支店
（株式会社シーエンス）

中 塚 　 輝電 工 TSUTOMU NAKASHIMA
有限会社サンセラミック

中 島 　 力タイル工

YUJI ICHIMATSU
村井工業株式会社

一 松 祐 二造作大工

有限会社サンセラミック

中 島 　 力タイル工

株式会社ハタノ

脇 田 博 史造作大工
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事務局より
板金工事…一見目立たない工事のようですが実はす

ごい技術が宿っていると感じました。普段何気なく見て
いる建物の屋根ですが、よくよく見て見ると板金工事の
「神業」が見えてきます。板金工事においては、納まり
などを考え何度も試作を重ね、完成までこぎつける…
そこには情熱に満ちた板金技術の神業がありました。
大切な板金技術を後世に残したいとの思いで日々仕事
に励む熟練板金技術者のお姿に感動・感激でした！！
また取材で訪れた事務所には一枚の板金から作成さ
れた「鶴」「灯篭」などの置物が飾られていました。素
晴らしい技術、もはや芸術です！！

石原晴久さん
（経験27年）

石原晴久さん
（経験27年）

株式会社共立
（総合建築板金業、各種金属加工）
株式会社共立
（総合建築板金業、各種金属加工）

石原英聖さん
（経験32年）

石原英聖さん
（経験32年）

晴久　ラジアルやＲ型、ドーム型など変わっ
た形状の屋根や外壁をきれいに上手く
納めることだと思います。また、長い
年月にわたって台風・豪雨から建造物
を守り、美しさを保つことですね。

̶̶板金工事の極みとはなんでしょうか？

晴久　天候に左右されることや地域の気候も
考慮して納め方を考える必要があるこ
と、そして現場の立地条件を考慮して
施工計画を立てることだと思います。
また取合部分の納め方法・採寸・加工・
取付がポイントです。そこが、板金工
事の醍醐味でもあり、職人の差が出る
ところだと思います。

̶̶板金工事の難しいところはなんでしょうか？

晴久　先代が付けた「共立」というのは、共に
立つという意味で、「共存共栄」という言
葉と、「半ばは自己の幸せを、半ばは他人
の幸せを」という言葉からきています。

̶̶会社の名前の由来について教えてください。

̶̶板金業界について思うことはどんなことですか？

晴久　建築板金業は扱う仕事の内容や材料の
種類が多くあります。どの業者も一緒で
すが、初めて扱う材料は事前にマニュア
ルや資料を取り寄せて下調べをすること
が必要です。種類が多いので、同業者と
の繋がりが大事で、過去に扱ったことの
ある方に施工時の注意点やコツを伺いま
す。そのような繋がりを大事にしてお互い
の技術を向上していければと思います。

̶̶会社の理念を教えてください。

晴久　「社員の技術向上と後進の育成を通し
て、同業者と共に建築板金業界の発
展に貢献すること」です。同業他社の
様々な仕事のやり方を見て、試して良
いところを学んでいきたいです。

̶̶板金工事、安全に対する思い、会社内の雰囲気は

英聖　毎朝必ず全員が集合し、一人ひとりの
元気な顔を見て、今日も事故なく安全
にスムーズに工事が進むことを祈り出
発しています。社内は、チームワーク
が良くクラブ活動のような感じです。
板金工事は共同作業ですので、こうし
たチームワークが大切です。

̶̶仕事ではどういったところが大変ですか？

英聖　それぞれの工事（屋根工事、外壁工事、
雨樋工事等）で装備が違いますので、帰
社後の装備入れ替えが必要です。その
ため、必然的に直行直帰できず、どうし
ても社員さんの拘束時間が長くなるとこ
ろです。一方で、いろんな現場やその現
場の進捗によっても仕事内容が変わって
いくのも魅力のひとつだと思っています。

̶̶現在までに施工した工事で印象に残って
いるものはなんでしょうか。

英聖　名鉄関連の建物で特に駅の工事です。
夜勤も多く、大変なこともありますが、監
督さんや同じ現場に入っている他業者さ
んと連携して行うところに醍醐味があり、
やり甲斐を感じます。リトルワールドのトル
コ館の工事も印象深いです。始めは数枚
の写真しかなく、まったく構造・施工方法
も分からず苦労しました。「現地の材料」、
「現地の技術と工法」を用いることが重
要だったため、トルコにも視察に行きまし
た。現場では、現地から来た職人さんの
施工方法に感動し、実際に教えてもらい
ました。手作りの道具も多くそれらを使用
したりして、楽しかったです。日本国内で
は滅多にない工法だけに現地の職人の
方 と々関われた経験は大変貴重でした。

̶̶板金工事のやり甲斐はなんでしょうか。

英聖　一枚の板からすべてが始まる、屋根との
間の板金工事、屋根の形状に合わせて
板金加工をするなど難しい工事だからこ
そ、どうやってやってやろうか？と悩み、
納まりなどを考えながら工夫してつくって
いく過程にやり甲斐があると思います。自
分たちが悩んで考えて完成させた板金
建築物が後世に残るのはとても嬉しい
し、とても誇らしいと思っています。

板金工事とは、主にカラー鉄板を成型した材料で、屋根・
壁を仕上げる工事です。鋼板製の屋根や外壁の施工、塩ビを
含めた雨樋の施工などを主に行います。また、材料も鋼板以
外にステンレス鋼板、銅板、アルミ、チタン合金、鉛等もあ
ります。今回はそんな板金工事の「神業」に迫ります！
板金工事、株式会社共立さんの登場です。

10さくゆう NO.NO.16816811 さくゆう NO.NO.168168



仲間を思いやって

仕事をすると

が
多
い
で
す
。
道
具
の
使
い
方
ひ
と
つ
で
も
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
最
初
の
頃
は
、
何
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
人
よ
り
早
く

動
こ
う
と
心
掛
け
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今

は
、
後
輩
た
ち
を
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
彼
ら
の
成
長
を
見
る
の
が
嬉
し
い

で
す
。

―�

仕
事
を
す
る
上
で�

�

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

や
は
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
番
大
事
で

す
。
軌
道
工
事
で
使
用
す
る
も
の
は
結
構
重
い

も
の
も
あ
る
の
で
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
わ
な

い
と
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
仲
間
の
こ
と
を
思
い
や
っ
て
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
よ
く
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
仕
事
が
辛

く
て
も
頑
張
れ
ま
す
か
ら
。

―�

将
来
の
展
望
は
何
で
す
か
？

ウ
チ
の
会
社
は
結
構
若
い
人
も
い
る
ん
で
す
。

今
仕
事
を
覚
え
始
め
た
そ
ん
な
後
輩
た
ち
が
早

く
一
人
前
に
な
っ
て
く
れ
て
、
も
っ
と
い
ろ
ん

な
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

―�

こ
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

初
め
て
Ｊ
Ｒ
の
現
場
で
働
い
た
と
き
に
軌
道
工

事
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
見
た
こ
と
の
な
い

道
具
を
使
っ
て
公
共
施
設
で
あ
る
線
路
を
つ
く

る
と
い
う
の
が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

―�

今
ま
で
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
工
事
は�

�

何
で
す
か
？

味
美
駅
の
切
り
替
え
工
事
で
す
。
島
ホ
ー
ム
を

撤
去
し
て
、
一
晩
で
上
下
線
の
ホ
ー
ム
に
切
り

替
え
る
工
事
で
、
社
長
が
ホ
ー
ム
の
責
任
者
を

や
り
、
僕
が
軌
道
の
責
任
者
を
や
ら
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

―�

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
い
い
と
思
う
こ
と
は�

�

何
で
す
か
？

や
っ
ぱ
り
切
り
替
え
後
な
ど
列
車
が
キ
レ
イ
に

走
っ
て
い
く
と
気
持
ち
い
い
で
す
。
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
苦
労
し
た
現
場
ほ
ど
列
車

が
無
事
に
通
っ
た
と
き
に
感
動
し
ま
す
ね
。

―�

こ
の
仕
事
の
苦
労
や
や
り
が
い
は
何
で
す
か
？

軌
道
工
事
は
経
験
が
大
事
な
の
で
覚
え
る
こ
と

長屋さんは、30歳とは思えないくらい力強くインタ
ビューに答えてくださいました。この日は、夜間作
業で軌間（レールとレールの間隔）を修正する作業
をされていました。スマートな身体から信じられな
いくらいの力で犬釘を打つ姿は、めちゃくちゃカッコ
よかったです。夜間工事ばかりで大変でしょうと聞
くと、「やっぱ家族の理解が一番大事です。嫁さんに
はいつも感謝しています」と優しいパパの笑顔で答
えてくださいました。お忙しい中、取材にご協力い
ただきありがとうございました。

事務局から

Youtube 動画はこちらから
https://youtu.be/cAscRCIaBoY

所　属：株式会社松大
年　齢：30歳（経歴12年）長

ながや

屋 和
かずゆき

之さん
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会
社
の
理
念
や
モ
ッ
ト
ー
、
目
指

す
べ
き
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
45
年
の
創
業
以
来
「
誠
意
、
協
調
、
信

用
、
努
力
」
を
企
業
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
に
対
す
る
誠
意
と
工
事
が
よ
り
順
調
に
進

行
す
べ
く
関
係
者
と
の
協
調
性
と
、
そ
れ
ら
に

対
す
る
惜
し
み
な
い
努
力
こ
そ
が
信
用
に
繋
が

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
材
料
、
知
識
、

技
術
の
習
得
を
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
、
防
水

工
事
を
通
じ
社
会
へ
の
貢
献
を
継
続
し
て
い
く

企
業
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
社
は
地
域
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
い
、
数
十
年
前
か
ら
お
祭
り
の
宿
と
し
て
１

階
駐
車
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

自
社
が
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
？

創
業
以
来
、
様
々
な
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

新
築
・
改
修
工
事
の
防
水
工
事
で
50
年
以
上
の

実
績
が
あ
り
、
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
の

東
海
4
県
の
公
共
工
事
で
防
水
、
外
壁
工
事
を

請
負
っ
た
豊
富
な
経
験
と
確
か
な
技
術
力
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た

強
固
な
信
用
力
に
も
自
信
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
で
苦
労
す
る
こ
と
は
？

雨
の
日
は
も
ち
ろ
ん
、
雨
の
翌
日
や
雨
が
降

り
そ
う
な
日
も
作
業
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
は
、
平
日
の
遅
れ
を
挽
回
し
よ
う
と

日
曜
日
に
仕
事
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の

で
、
雨
が
多
い
時
期
は
本
当
に
苦
労
し
ま
す
。

当
社
は
新
築
と
改
修
を
半
々
く
ら
い
の
割
合

で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
新
築
で
は
現
場
の

工
程
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
改
修
で
は
居

な
が
ら
の
施
工
で
あ
る
た
め
騒
音
な
ど
に
気
を

遣
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
躯
体
の
状

態
が
良
く
な
か
っ
た
り
、
設
備
配
管
が
多
数
あ

る
場
合
は
細
か
な
気
を
遣
い
な
が
ら
施
工
を
し

て
い
ま
す
。

社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
？

ま
ず
担
当
者
か
ら
の
意
見
を
担
当
者
会
議
で

集
約
し
、
そ
の
後
の
部
長
会
議
で
報
告
、
改
善

等
を
行
い
、
業
務
を
円
滑
に
進
め
て
い
ま
す
。

社
員
構
成
や
社
内
の
雰
囲
気
は
？

当
社
に
は
22
名
の
社
員
が
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン

社
員
と
若
手
社
員
と
半
々
く
ら
い
の
構
成
で
す
。

日
ご
ろ
の
頑
張
り
や
成
果
な
ど
を
労
う
た

め
、
協
力
会
社
さ
ん
を
含
め
た
「
重
喜
会
」
で

懇
親
会
や
慰
安
旅
行
を
企
画
し
、
5
年
ご
と
に

海
外
へ
行
き
ま
す
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外

に
は
行
け
な
い
の
で
、
北
海
道
へ
行
き
、
観
光・

釣
り
・
登
山
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

人
材
育
成
に
つ
い
て

建
設
業
で
必
須
の
資
格
で
あ
る
1
・
2
級
建

築
施
工
管
理
技
士
や
1
級
建
築
施
工
管
理
技
士

補
の
資
格
取
得
の
た
め
、
事
前
講
習
会
の
受
講

斡
旋
や
顧
問
に
よ
る
社
内
勉
強
会
を
週
2
～
3

回
実
施
す
る
な
ど
、
全
員
の
合
格
を
目
指
し
て

社
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
1

級
建
築
施
工
管
理
技
士
補
に
3
名
合
格
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
現
場
管
理
に
必
要
な
資
格
の

取
得
に
も
協
力
・
応
援
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
事
務
系
の
社
員
は
建
設
業
経
理
士
の

資
格
を
積
極
的
に
取
得
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
機
械
化
は
難
し
い
職

種
で
あ
り
、
職
人
さ
ん
の
腕
に
頼
ら
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
技
能
士
の
資
格
取
得
に
も
力
を

い
れ
て
い
ま
す
。

お話を伺った杉村部長、朝日総務部長とも気さ
くな方で、写真撮影中には事務の女性から気軽
に話かけられたりするなど雰囲気の良い職場とい
う印象を受けました。慰安旅行や資格手当の話
はとても羨ましかったです。

訪
問

会
員
企
業

建物を雨風から守るスペシャ
リティー重喜防水工業株式会
社さんをご紹介します。

Report

重喜防水工業株式会社
所在地：名古屋市北区
業　種：�防水工事業

Pick up!
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株式会社宮本組　土木部　
所　長

村 岡 芳 治

現場名

工事名称：�東海北陸自動車道　上小鳥地区のり面災害復旧工事
工事場所：‌�岐阜県高山市清見町～郡上市高鷲町
工事期間：�2018年10月2日～2021年1月16日

ど
の
よ
う
な
現
場
で
し
た
か

当
工
事
は
、
2018
年
７
月
の
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
Ⅰ
期
線
の
法

面
崩
落
に
よ
る
復
旧
工
事
と
な
り
ま
す
。

災
害
発
生
当
時
、
４
車
線
化
工
事
施
工

中
の
な
か
、
応
急
復
旧
工
事
と
並
行
し
安

全
管
理
・
工
程
管
理
・
品
質
管
理
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
場
で
し
た
。

苦
労
し
た
こ
と
、
失
敗
談
な
ど

土
工
事
・
用
排
水
工
事
の
土
砂
運
搬
・

資
材
運
搬
を
行
う
走
路
造
成
に
お
い
て
、

法
面
最
上
段
部
か
ら
場
外
搬
出
仮
置
き
場

ま
で
の
高
低
差
が
約
50
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
現

況
の
急
こ
う
配
の
地
形
を
崩
さ
ず
取
付
け

る
の
に
苦
戦
し
ま
し
た
。

ま
た
、
法
面
掘
削
作
業
に
お
い
て
も
供

用
線
沿
い
で
の
作
業
と
な
り
、
落
石
・
資

材
の
飛
散
等
が
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
工
事
を
進
め
ま
し
た
。

災
害
発
生
時
直
後
か
ら
応
急
復
旧
作
業

が
昼
夜
問
わ
ず
行
わ
れ
、
協
力
会
社
の
皆

さ
ん
に
は
深
夜
で
の
出
勤
・
残
業
の
協
力

を
頂
き
、
早
期
開
通
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
開
通
時
の
皆

の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

余
談
で
す
が
、
現
場
事
務
所
で
『
千
原

ジ
ュ
ニ
ア
の
タ
ク
シ
ー
乗
り
継
ぎ
旅
』
と

い
う
番
組
の
ロ
ケ
が
あ
り
、
作
業
所
全
員

で
記
念
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
も
思
い
出
の

一
つ
で
す
。

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
、�

�

喜
び
・
感
動
し
た
こ
と

当
時
の
矢
作
建
設
社
員
や
作
友
会
員

（
協
力
会
社
）
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

矢
作
建
設
工
業
の
所
長
、
社
員
の
皆
様

に
は
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

施
工
に
お
い
て
の
サ
ポ
ー
ト
、
ア
ド
バ

イ
ス
等
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ま
た
一
緒
に
仕

事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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※「グリーンサイト」は株式会社MCデータプラスの登録商標です。　※本資料の中の「グリーンサイト」のロゴ、画面キャプチャは、株式会社MCデータプラスの許諾を得て掲載しています。

提出時のチェックポイント

最後に書類提出ボタンを押しましたか？8

書類を作成・登録しただけでは、元請に書類は届きませんココを
チェック

グリーンサイト登録情報を見直しましょう ●企業情報 ●従業員情報
グリーンサイトは現場入場前に事前提出してください！

ご通知事項!重要

グリーンサイトだよりグリーンサイトだより
弊社グリーンサイトの主管部署が2022年4月1日で変更となりました。
担当者連絡先に変更はございません。

矢作建設工業株式会社　安全環境部　管理課
担当：津田 080-1605-1095　　日高 090-3568-0067　　加藤 080-8652-21520570-020-540

グリーンサイトヘルプデスク

登録操作については下記へお尋ねください。

自社の登録内容に、追加・変更・更新はありませんか？都度再提出
⃝初回提出後に、作業員・下請編成に追加・変更があれば入場前に登録し再提出
⃝再下請負通知書の内容（注文書・請書、工期変更、主任技術者等）に変更があれば、随時更新し再提出
〈提出時のコメント通知をお願いします〉
　例：10月1日入場予定　作業員　以下5名追加登録しました。
　例：9月15日コメント分是正完了しました。
　例：‌�2次〇〇建設を編成追加しました。登録作業員の内▲▲は労災保険特別加入証の取寄せ中です。� �

入場前に添付します。

POINT

下位依頼企業から、登録内容の追加・更新が来ていませんか？都度確認
⃝元請に書類提出できるのは一次協力会社のみ。編成下位全体を管理し提出遅れのないように！POINT

グリーンサイトの使い方マニュアルに、全体の流れと各項目の操作手順が丁寧に説明されています。是非活用してください。
https://manual.kensetsu-site.com/gs/flow

さくゆうバックナンバーも是非ご覧いただき、標準チェック項目として整備してください。
No.163（2020年3月31日発刊）P.18-19、No.164（2020年9月30日発刊）P.12-13、No.165（2021年3月31日発刊）P.14-15、
No.166（2021年9月30日発刊）P.18-19、No.167（2022年3月31日発刊）P.14-15

グリーンサイトにはMCデータプラスから提供されている各種マニュアル、動画が画面右上に常に表示されている【使い方（本のマーク）】
からご確認いただけます。新しく担当になったとき、久しぶりに操作するときなど、引き継ぎにも是非ご活用ください。

正しい編成になっていますか？1

請負工事の一人親方は自社作業員名簿に加えるのではなく、1つ下の階層に編成することココを
チェック

建設業許可を持っている場合…グリーンサイトに登録の許可証情報の期限が切れていませんか？3

下位協力会社についても確認しましたか？ココを
チェック

建設業許可を持っている場合…主任技術者の添付書類は確認しましたか？4
⃝資格内容　資格証または実務経験書の写し　⃝資格・実務経験の内容が工事に合致しているか
⃝恒常的な雇用関係を示す書類　　　　　　　⃝下位協力会社についても確認しましたか？

ココを
チェック

事業主・従業員区分は正しいですか？2

従業員であるのに「事業主」、一人親方であるのに「従業員」となっていませんか？ココを
チェック

注文書・請書の金額をマスキングした場合、請負金の金額帯を手書きで記入してありますか？5

⃝主任技術者の専任・非専任を確認のため必要です　⃝下位協力会社についても確認しましたか？ココを
チェック

一次会社として下位協力会社の不備事項が無いことを確認しましたか？
不備事項がある場合は指導しましたか？

7

⃝2次が依頼企業の場合、不備事項があれば対応期日を区切るなど管理してください
⃝不備事例（送り出し教育日が未入力、労災保険特別加入の期限切れ）

ココを
チェック

再下請負通知書にはあらかじめ企業情報編集画面で登録した情報が正しく反映していますか？6

例：青色の文字になっていれば添付書類が添付されていますココを
チェック

●�入場前に作業員名簿を登録し、元請へ提出
● �新規入場者アンケート用紙はQRコード付きで提出※
※‌�現場独自のアンケート様式がある場合は、� �
QRコード無しでかまいません。
労働災害防止の観点から、送り出し
教育を必ず実施し、送り出し教育者
名を手書きで追記してください。

●●建設㈱　矢作太郎

送り出し教育の実施及び
実施日の入力01

従業員情報の受診日を登録してください。
《期限切れ従業員の確認！》

04 最新の健康診断受診日を登録
下位の受診状況確認必須

期限内の加入証の写しをグリーンサイト所定の�
箇所に添付してください。
現場へ入場する１人親方や施工作業を行う中小事
業主については、必ず更新を確認し、作業員名簿
に加えてください。

毎年度更新　※更新しない＝未加入
➡弊社の現場への施工作業での入場は不可
民間の上乗せ保険のみの加入では弊社の現
場での施工作業不可！

労災保険特別加入状況の登録内容更新
➡名簿作成時の期限切れチェック02

下位協力会社が適切な社会保険に加入しているか
の確認をしてください。

適切な保険について
https://www.mlit.go.jp/common/001242518.pdf
適切な保険の確認シート
https://www.mlit.go.jp/common/001219923.pdf

参　考　　国土交通省ホームページ内

03 適切な社会保険への加入
下位の加入状況確認必須

「困った」を解決！
で
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作友会活動の

あしあと

2022年度上半期（4月～9月）

編
集
後
記

作友会へのご意見・ご要望は、右記メールアドレスまでご連絡ください。　　info-sakuyukai@yahagi.co.jp

⃝

第
９8
回
理
事
会

4
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

⃝

第
５2
回
定
期
総
会

4
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

⃝

鉄
道
近
接
作
業
者
講
習
会

4
月
、
5
月
、
6
月
、
7
月
、
8
月
に
鉄

道
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
延

べ
188
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

⃝

オ
ン
ラ
イ
ン
安
全
塾

４
月
、
5
月
、
6
月
、
7
月
、
8
月
、
９

月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
延
べ
713

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

⃝

安
全
衛
生
推
進
大
会

6
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
に
伴
い
、
一
部
の
方
を
除
き
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
矢
作
グ
ル
ー
プ
役

職
員
１６２
名
、
作
友
会
員
１１９
名
が
参
加
し
ま

し
た
。（
本
誌
4
ペ
ー
ジ
参
照
）

⃝
第
４６
～
４８
回
建
築
部
会

５
月
、
７
月
、
９
月
に
開
催
し
、
矢
作
建

設
工
業
㈱
本
社
に
は
建
築
部
会
役
員
延
べ

35
名
と
矢
作
建
設
役
職
員
延
べ
33
名
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
建
築
部
会
員
延
べ
136
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

⃝

建
築
部
会
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

４
月
、
５
月
、
６
月
、
８
月
、
９
月
に
建

築
部
会
員
10
社
と
矢
作
建
設
職
員
延
べ
10

名
が
5
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。

⃝

全
国
安
全
週
間
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル

7
月
に
作
友
会
員
9
社
と
矢
作
建
設
役
職

員
延
べ
29
名
が
28
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

⃝

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

5
月
、
7
月
に
矢
作
建
設
工
業
㈱
鉄
道
技

術
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
、
43
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

⃝

作
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

現
地
Ｋ
Ｙ
Ｋ
、
事
業
主
パ
ト
ロ
ー
ル
の
教

育
動
画
を
掲
載
し
ま
し
た
。

～
そ
の
ほ
か
、
ブ
ロ
グ
お
よ
び
施
工
管
理

技
士
対
策
問
題
を
毎
週
配
信
中
～

作
友
会
の
皆
様
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
前
任
者
の
大
島
に
代
わ
り
、
こ
の
た
び
作
友
会
事
務

局
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
大
澤
と
申
し
ま
す
。
実
は
私
は

以
前
作
友
会
事
務
局
の
担
当
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
と
は

言
っ
て
も
数
十
年
前
!?
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
…
こ
う
し

て
ま
た
事
務
局
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
深
い
ご
縁

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

当
時
の
作
友
会
と
現
在
を
比
べ
る
と
時
代
と
共
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
変
わ
っ
た
な
～
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

当
時
の
会
報
誌
「
さ
く
ゆ
う
」
は
白
黒
Ｂ
5
版
で
し
た
！

紙
面
内
容
は
文
章
が
多
く
少
し
硬
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ど
う
で
し
ょ
う
!!
現
在
の

「
さ
く
ゆ
う
」
と
き
た
ら
!?
随
分
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

内
容
に
な
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
カ
ラ
ー
Ａ
4

版
に
な
り
、
紙
面
に
は
た
く
さ
ん
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
デ
ザ
イ
ン
も
凝
っ
て
い
て
内
容
も
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
何
よ
り
作
友
会
の
皆
様
の
素
敵
な
写
真
が
見

ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
事
務
局
側
で
も
毎
号

作
友
会
の
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
内
容
を
考
え
企
画
・

作
成
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
角
度
か
ら
作
友
会

の
皆
様
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
、
ま
た
読
ん
で
楽
し
め
る

内
容
を
企
画
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
日
頃
の
作
友
会
の
活
動
に
関
し
て
、
今
後
も
皆
様

か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
☆彡

�

（
作
友
会
事
務
局　

大
澤
）

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
2019
年
度
よ
り
作
友
会
事

務
局
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
大
島
で
す
。
こ
の

た
び
、
業
務
交
代
に
伴
い
後
任
の
大
澤
へ
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
3
年
と
い
う
短
い
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
沢
山
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
皆
様
の
仕
事
に
対
す
る
誇

り
や
熱
い
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ

Ｐ
の
糧
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
産
廃
関
係
の
仕
事
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
学
ん
だ
知
識
を
無
駄
に
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
担
当
中
は
至
ら
な
い
点
も
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
お
忙
し
い
中
で
も
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
矢
作
職
員
・
作
友
会
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

�

（
安
全
環
境
部　

大
島
）

作画：ひなたゆうべ
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